駅のホームのベンチ。

二人の男・田切、石浜、ベンチにぼんやり座っている。

二人は一定に距離を置いて座り、それぞれ別々の方向を向いている。

間。

田切、ため息をつく。

それをちらりと見る石浜。ふっと田切が顔をむけると慌てて目をそらす。

石浜、カバンから文庫本を出して読み始める。

田切　　早いなあ。それ、もう文庫本になったんだ。

石浜　　はい？

田切　　俺、買っちゃったんスよね、５年前かな、出始めの、ハードカバーんときの。

石浜　　そうですか。

田切　　持たないよ。

石浜　　はい？

田切　　朝までは無理だよ。俺、２時間で読んじゃった。きっと夜中のうちに読みきっちゃうだろうな。

石浜　　　……朝？

田切　　参ったなあ、終電ってシビアだよ、もうちょっと遅くまで走ってくれたってさあ。

石浜　　終電に乗り遅れたんですか。

田切　　え？そっちもでしょ？

石浜　　いやあ、まあ。

田切　　あーあ、タクシーで帰るには遠いんだよな。かといってこの辺りファミレスもマンガ喫茶も無いし。どうしたもんかなあ。

石浜　　朝まで待ってたりしたら凍えますよ。

田切　　確かに寒いなあ。アナタどうする？やっぱりタクシーしかないかなあ。

石浜　　ああ、いえ、僕は。

　　　　　と、女・坂部が駆け込んでくる。

　　　　　息を切らして立ち止まる。

　　　　　田切と石浜を見つけ、ほっとした表情。

　　　　　腕時計を見ようとする。

田切　　残念。もう終電出ちゃったよ。俺らもここで途方にくれてるの。

坂部　　ええーっ！嘘おーっ！。

坂部、地べたに座り込む。

石浜　　誰かに連絡して迎えに来てもらったほうがいいですよ。

坂部　　こんな時間に迎えに来いなんて言えないよ。。

田切　　困ったね。じゃあさ、一緒に待っててやろうか。こんな夜中にさ、危ないし。

坂部、眉間にしわを寄せて田切を見る。

田切　　一応心配して言ってるんだけどな。さびしいなあ。

坂部　　それはありがとう。

田切　　終電逃した者同士じゃん。

坂部　　（石浜を指して）あっちにもお仲間がいるよ。

石浜　　いえ、僕は終電逃してここにいる訳じゃなくて。

坂部　　え？

石浜　　待っているんです。電車を。

田切　　俺だってそうだけど。

坂部　　なんだ、やっぱり始発待ちじゃない。

石浜　　いえ、クリスマスから年末にかけての深夜臨時便を。

田切　　深夜臨時便？

坂部　　この路線そんなの無いわよ。

石浜　　いえ、一本だけ。それもどの夜か分からない。だから特別なんです。

田切　　あの、よく分かんない。

石浜　　伝説みたいなものなのかな…幻の電車、望みを叶えてくれる電車が年末の夜中、どこかの無人駅に停まる。それに乗れば、探していた場所へ運んでくれるんです。もっとも僕も聞きかじりっていうか、そうらしいくらいの話で、それ以上は分からないんですが。

坂部　　ああ、すごく前、友だちからのメールでその手のが回って来た事あるよ。本気にする人、やっぱりいるんだ。

田切　　いないだろ、いくらなんでも。アナタ始発までそうやって俺らの事からかう気なんでしょ。　

石浜　　そんな、とんでもない。どうぞ僕の事は気にしないで下さい。

石浜、再び文庫本を広げる。

田切と坂部、顔を見合わせ、同時に本を読みふける石浜を見る。

二人は互いにつつき合って笑いをこらえている。

石浜、顔を上げる。慌てて気をつけの姿勢になる田切と坂部。

石浜　　ああ。来た。来ました。

坂部　　来たって何が。

石浜　　ほら。

坂部　　ええ？（と苦笑）

坂部　　待って。…聞こえる。

遠くから電車が来る音。

坂部　　本当だ。電車の音が。嘘だろ！

坂部　　光がこっちに来るよ。これが、そうなの？これが望みを叶える電車？

石浜　　そうです！これなんです！待ってた甲斐があった！

　　　　　　列車の音がさらに近づき、耳をつんざくような警笛が鳴り響く。

　　　　　　驚きの表情で迎える三人のいるホームに電車が滑り込んでくる。

　　　　　　先頭は機関部。最後尾には車掌がいる。乗客が一人、中央の客室で優雅に読書をしている。

　　　　　　先頭の機関部と後方の車掌は乗客を挟んでロープの輪でつながっており…、

　　　　　　要するに「電車ごっこ」である。

　　　　　　ぽかんと見ている三人。

機関車　　がたんごとん、がたんごとん、ぷしゅー。

車掌　　毎度ご利用ありがとうございます。駆け込み乗車はおやめください。

機関車　　ぷしゅー。

間。

じっと見ている三人に、首をかしげて愛想笑いする車掌。

田切　　（素で）な、なんだこれ。

坂部　　これ何かの間違いでしょ？

石浜、平然と電車の中へ向かう。

田切　　待った待った！何で普通に乗る？

石浜　　（ロープに手をかけた「窓越し」から）エ？

田切　　　エじゃなくて！

坂部　　そうよ、おかしいと思わないの！

石浜　　おかしいって？

坂部　　おかしいのよ、変でしょう？良く見て、考えてよ。

石浜　　（電車をぐるりと見、さらに車掌を見る）…ああ、本当だ、これは変だ。

坂部　　そうよ、変なのよ。

　　　　　　石浜、車掌の所へ。

石浜　　シャツの襟が片方入り込んでる。（と直してやる。）

坂部　　そういう突っ込みかい！

石浜　　エ？

坂部　　エじゃなくて。

車掌　　ご乗車にならないんですか。

坂部　　いえ、私たちは、

田切　　アンタ車掌さん？これがそうなのか？えっと…望みが叶う電車。…信じがたいんだけど。

車掌　　ええ、もし望みの叶いをお求めならば。

田切　　そ。（と電車に向かおうとする）

坂部　　ちょっと？

田切　　ホームでボーっと朝を待つよりましだと思わないか。バカみたいだろ？

坂部　　やあ、これも十分スットコドッコイだと思う。

田切　　切符は中で買えばいいの？

車掌　　いいえ、希望欲望、望みをお持ちならばどなたでも。お急ぎください、そろそろ発車時刻です。

田切　　わかった。そんじゃあ、よろしくね。

　　　　　　　田切、ロープをくぐって乗車。石浜に含み笑いの会釈。

　　　　　　　今度はホームでただ見ている坂部に話しかける。

田切　　ベンチで朝まで始発待つんだ。そして思うんだよね、あー変な夢見ちゃったなあって。

坂部　　………。

田切　　うらやましい人生だなあ、希望欲望、望みをお持ちじゃないんだ？

坂部　　ていうか、考えようよ。それロープじゃん。

石浜　　（本を読みながら）その一線を越えれば見えて来るものもあるよ。

　　　　　　　　　　発車のベル。

　　　　　　　　　　成すすべなく見ている坂部。

　　　　　　　　　　と、田切がロープから、手を伸ばす。

田切　　（ニヤリとして）うらやましいんでしょ。

坂部　　………。

田切　　急いだ。

　　　　　　　　坂部、田切の手をとる。

　　　　　　　　そのまま引かれる様にしてロープの中へ。

車掌　　それでは、深夜臨時便、発車します！

　

暗転、音楽。

やがて明るくなる。

機関車ごっこ状態で入ってくる一同。

空間内をグルグル回っている。

機関車　　かたんかたーん、かたんかたーん。

坂部　　ねえ！車掌さん！車掌さんってば！

車掌　　はいお客様、ご用件を。

坂部　　この電車、妙に疲れるんだけど、特に足が。

車掌　　スイマセン設計上の問題でして、ご了承ください。

田切　　ちょっと、石浜さんだっけ。よく走りながら本読めるね。

石浜　　（にっこりと）エ？

田切　　エじゃなくて。

坂部　　これからどこ行くの？

車掌　　田切駅です。田切さんの望みがシンプルかつ到着しやすい場所でしたから。

田切　　俺え？望みったって、色々あるだろ。何のことだろ。

車掌　　えー田切さんの望みー次は、田切さんの望みー。まもなく到着しまーす。

機関車　かたんかたーん、ききききー、ぷしゅー。

車掌　　田切さんの望みです。ご乗車ありがとうございました、お降りの際はお足元にご注意ください。

田切　　お、降りるの？

車掌　　よろしければ皆様もどうぞ。発車時刻が近づいたら予告ベル鳴らしますから。

坂部　　（石浜に）降りてみる？

石浜　　そうだね。

坂部　　（本を読んでいる女・下泉に）どうです？外に出て探検しません？

下泉　　（顔を上げずに）誘ってくれてありがとう、でも私、駅の休憩室でのんびり読書を続けたいの。

坂部　　そうですか。じゃ、石浜くん、降りてみよ。

石浜　　うん、坂部さん。

　　　　　　　　石浜、ちらりと下泉を見てからおりる。

　　　　　　　　下泉、本から顔を上げて石浜の背中を見、駅の休憩室へ去る。

　　　　　　　　三人、「電車」をぐるっと観察。

石浜　　（機関車に近づいて）こんにちは。

機関車　　……。（目礼）

田切　　　なんか無愛想だな。

車掌　　　すいません、機関車は職務遂行中なので。待機もれっきとした職務なんです。

坂部　　　あなた機関車でしょ、名前無いの？トーマスとか。

機関車　　冗談じゃない、あんな顔色悪いのと一緒にしないで下さい。じゃ、引込み線で待機してますから。（と去る）

坂部　　これからどうすればいい？ここ、田切くんの望み駅なんでしょ。（田切に）どう、何か叶った？

田切　　特には。

車掌　　慌てない慌てない。まもなくですよ。ほら。

声　　　田切さーん！

田切　　えっ。

　　　　　　声の主の女、手を振ってかけて来る。

女１　　　待った？ごめんね。

田切　　ううん、今来たとこ。って、…誰？

女１　　ひどーい、忘れたの？

女２　　田切さーん！ごめーん、待ったー？

田切　　ううん。今来たとこ。って、こっちも誰？

女２　　（１に）抜け駆けは無しって言ったじゃない。

女１　　そっちこそ私に内緒で会おうとしたじゃない。

女２　　なによ。

女１　　　そっちこそ。

田切　　まあまあ、駄目だよ俺のせいで喧嘩だなんて。だってキミ達は俺のものだし、俺は皆のものじゃないか。

坂部　　（遠巻きに）一気に場面に馴染んじゃって。まさか望みって、女の子にモテたいって事？

石浜　　みたいだね。

女達　　田切さーん！きゃー！

　　　　　「女達」集団で四方から田切に向かってかけて来る。

　　　　　　明らかに女でないのがリボンを付けたのも混ざっている。

　　　　　　田切は取り囲まれ、女達はアイドルを前にするように

黄色い悲鳴を上げながらぴょんぴょん飛び跳ねている。

坂部　　間違いが混ざってるみたいだけど。

石浜　　モテさえするなら種類は問わない意気込みだ。

田切　　押さないで、押さないで子猫ちゃんたち。安心してくれよ、俺の愛は選んだりしない。平等にもれなく全員プレゼントさ。（とリボンの男をなでなで）

坂部　　選べよお。

田切　　そこ、さっきからひがみ過ぎ。俺の望みは純粋なんだ、ただモテたい。そしてひたすらチヤホヤされたい。さらにキャーキャーいわれて取り合いされたい！マイハニーもっとキャーキャー言ってくれ！そして俺を褒め称えてくれ！

女達　　（きちんと声を揃えて）「きゃーきゃーすてき田切さん最高。あいしてるー。」

田切　ああ！なんて最高なんだ！分かるか？この純粋な喜び、俺の純粋な望みを。

車掌　　わかりますっ！

坂部　　賛同しないの。

と、機関車、手にロープを持って戻ってくる。

機関車　　よっこらせ。（ロープを地面に投げて広げる）あのーもうそろそろなんですけどー。

坂部　　トーマス。

機関車　だからあんなニヤ付いたやつと一緒にしないで下さいってば。

機関車、ピッと人差し指を上に向ける。

予告ベルが鳴る。

車掌　　発車時刻が近づいてきました。そろそろ座席のほうへお戻りください。

坂部　　田切くーん、そろそろ出るってー！

田切　　（ちやほやされている）

坂部　　田切くーん、早く。

車掌　　坂部さん、どうぞ、お席へ。

坂部　　でも、田切くんが。

　　　　　　　　　下泉、すっと現れ、無言で自分の席に戻り、本を広げる。

下泉　　彼、状況に馴染んじゃったでしょう？てことは、しっくりきたのよ。もう電車には乗らないわ。

坂部　　え。

車掌　　田切さんは、きっと認められたいとか、自分だけを気に掛けて欲しいとか、そういうのが一番の望みだったんだと思いますよ。望みの叶い方だって、ご本人がいいって言うならそれがベストなんです。

石浜　　車掌さんの言う通りだよ。僕らがどうこう言えることじゃないと思うよ。

坂部　　でも。

石浜　　早く乗って。出ちゃうよ。

坂部　　田切くーん！本当にそれでいいの！それが叶えばいいの！

田切　　えー？なんだってー？こら、ハニー達、引っ張らない。ちゃんとかまってあげるから。

坂部　　もう電車出ちゃうよー！

田切　　そっか。（にっこりと笑って手を振る）じゃあな！元気で！

坂部　　田切くん。

田切　　みんなも望み叶うよう祈ってるよ！

車掌　　発車します！

　　　　　ベルの音。

　　　　　電車、ゆっくり走り出す。

　　　　　田切、女達、景色が流れるように袖へと消えていく。

石浜　　坂部さん。

坂部　　田切くん、行っちゃった。

車掌　　いえ正確には行っちゃったのは我々の方です。

石浜　　これでいいんだよ。田切さんがずうっと欲しかったものなんだ。

坂部　　石浜くん、分かんないよ。どうしてこれでいいだなんて。

石浜　　僕だって理解出来ない。でもその人がずうっと欲しくて願っていた何かを、他人が理解できるなんて思えないよ。何かを望むって、それほど深い事だから。
坂部　　石浜くん。

車掌　　人それぞれって事ですよ。えー次はー、坂部さんの望みー、坂部さんの望みー。

坂部　　私？

車掌　　はい。あなたの駅です。

坂部　　私の望み…。

石浜　　坂部さん、坂部さんの望みは？

坂部　　無い訳じゃないけど、どう言えばいいのかな。どれも一番じゃない気がする。

石浜　　どれも？例えば？

坂部　　ブーツ今年のがほしい。ファーのバッグもほしい。コスメなら冬の新色もっと揃えたい…だったらお金かな。お休みの日もほしい。ああ、それより彼氏がほしいなあ。キレイに痩せたい。食べても太らない体とか抜群のスタイルとか。

石浜　　ストップ。…いっぱい出てくるね。

坂部　　全部言ったら二時間かかるかもね。

石浜　　なのにどれも一番じゃないの。

坂部　　そんな気がするだけなのかな。本当は今言った中の一個なのかな。

車掌　　まもなく到着しますよ。降りてみれば分かる事です。えー、ご利用ありがとうございましたー、坂部さんの望みー、坂部さんの望みー。お降りの際はお足元にご注意ください。

機関車　　かたんかたーん、ききききー、ぷしゅー。

石浜　　着いたね。

坂部　　…うん。

　　　　　　　坂部、石浜、降りる。

　　　　　　　下泉、やはり本を持ったままさっさと休憩室へ消える。

坂部　　また休憩室行った。あの女の人、そんなにあの本の続きが気になるのかな。

石浜　　乗ってくる乗客を見るのに飽きたのかも。そうでなきゃあの本が相当面白いか。

坂部　　昔はやった小説だよね。

機関車　それでは引込み線で待機していますから。

坂部　　じゃあね、トーマス。

機関車　あんな丸い顔じゃありません。

坂部　　ここで降りちゃったらお別れかな。

機関車　　それを決めるのはお客さんでしょ。こっちは線路の上にしかいないんですから。

坂部　　そうだね、行ってくるよ。

車掌　　出発前にはベルならしますので、お乗りになるときはお戻りください。じゃあ。

　　　　　機関車と車掌、去る。

石浜　　僕は邪魔しないから。見てほしくないならどこかに消えるし。

坂部　　いいよ、好きにしてくれれば。

　　　　　　　坂部、中央へ。

　　　　　　　石浜は隅で見ている。

　　　　　　　と、二人組みの蝶ネクタイ芸人が現れる。

芸人１・２　　はい、どうもー。（拍手）ガッツリコンビーズでえーす！

坂部　　……。

芸人１　　それにしてもめっきり寒くなりましたなあ。

芸人２　　そうですねー。ところでかき氷好きですか？

芸人１　　寒いときに冷たいものの話しないでほしいですわ。

芸人２　　ある人が言ったギャグが受けない上に話題を変えられた。

芸人１　　うわー寒い上に冷たっ。

芸人１　　うわー寒い上に冷たっ。

二人　　　せーの！必殺！「ふとんがだっふんだ」うー、ガッツリガッツリ！（ポーズ）

坂部　　………。

　　　　　開いた口がふさがらない状態の坂部、
しかしのど元を急に押さえる。

坂部　　…あ、あれ？ぷっ。（笑い出す）

二人　　いやー今日のお客さんノリいいわー。マコネチ！

坂部　　あはははは！な、何これ、ぜんぜん可笑しくないのに勝手に。あははは！

芸人１　（口パク）

芸人２　あれ？声が・遅れて・聞こえるよ。

坂部　　どこ言っちゃったんだろうこの人あはははは！ごめん、もうやめて、苦しい。

二人　　ちょうど時間となりました、うー、ガッツリガッツリ！ガッツリコンビーズでしたー！

石浜　　（拍手）

坂部　　な、何だったの、今の。笑いたくないのに無理やり笑わされた。

石浜　　また誰か来たよ。

坂部　　ええー？

　　　　　　また別の二人連れ。親子という設定らしい。

　　　　　　子供、楽しげにスキップ。

子供　　お母さん、今日ね、かけっこで一等賞だったんだよ。

母親　　まあ、すごいわねー。よおーし、お母さん、ご褒美に大好きなハンバーグ作って上げる。

子供　　わーい、やったー！

母親　　お母さんと、おうちまで競争！よーい、どん！

子供　　まけないぞー！

と、ゴッドファーザーのテーマを奏でつつ単車に乗って突っ込んでくるヤンキー。

ヤンキー　　ぱーらーぱーぱーらーぱーぱー、ぱーらーぱーらーぱーっキキーどかーん！

子供　　おかあちゃーん！

母親　　お、お母さんもうだめみたい。いい子にして、立派な大人になりなさい。それとこれだけは言わせて。お母さん、はなわはもういいと思うの。ガク。

子供　　おかあちゃん、はなわがガッツでどこまで引っ張る気かおしえてよ。返事してよ、おかあちゃーん！ちゃーん…ちゃーん…。

坂部　　うっ…（泣き出す）

石浜　　（ギョッとして）ええっ？

子供　　ちくしょー！おかあちゃんを返せー！

ヤンキー　　（起き上がって）おいら、取り返しのつかない事しちまった。自分の馬鹿さ加減にほとほと愛想が尽きたよ。おいらワルをやめる。そして今までの罪を償うんだ！

母親　　（起き上がって）やっと分かってくれたのねタカシ。お前は本当は悪い子じゃないってお母さん分かっていたのよ。これからは二人で強く生きていきましょう。

ヤンキー　お袋！

子供　　　あれ、僕は？

母親　　　お前は実は本当の子じゃないのよ。

子供　　　そ、そんな！うそだーっ！だーっ…だーっ…。（走り去る）

母親　　　これは試練なのよ。お前は海原を漕ぎ出した一艘の船。たくましくなって帰っておいで。

ヤンキー　　お袋、あの星の名前は？

母親　　　あれが、お父さん星よ。お星様になって見守ってくれているの。

ヤンキー　あれが、親父。俺が生まれるニ年前に死んだ親父。

石浜　　　おや？

ヤンキー　　親父！見ていてくれ！きっと幸せつかんでやるー！

母親　　　次週は総集編スペシャル！

ヤンキー　衝撃！あの人が帰ってくる！お楽しみに！

　　　　　　　　二人、走り去る。

坂部　　どうしよう涙が止まらない。

石浜　　だ、大丈夫？さっきから無理やり泣かされ、（飲み込まれたのに気付き口をつぐむ）

坂部　　こんなに心の奥からあふれる涙って初めて。なんだか感動しちゃった。

石浜　　そう。

坂部　　あ！

　　　　　　　　　坂部、やってくる人を見つけ、駆け寄る。

　　　　　　　　　出てきた女、うれしそうに手を振る。

女１　　久しぶり、元気だった。

坂部　　サユリは？元気？

女１　　うん、元気元気。

坂部　　なつかしいなあ！（石浜に）あのね、この子サユリ。高校の時の大親友なの。

石浜　　そっか、どうも。ゆっくり話しななよ、僕は用事あるから。じゃ。（と離れる）

女１　　でも感じ全然変わらないね、あの時と同じ。

坂部　　そうだ！あれからどうなった？

女１　　あれから？

坂部　　ほら、あなたの。

女１　　元あなたの？

坂部　　…そう。

女１　　あの人でしょうー？何だかピンとこなくて。結局あれからすぐ別れちゃった。

坂部　　どうして？１年も付き合ってたじゃない、その、私と同時にだけど、

女１　　彼が半分あなたののものだったから良かったの。１年が楽しかったのは隠れて会ってたスリルのせいだったみたい。ごめんね、あなたに言うとめんどくさいからずっと付き合いが続いてる振りしてたのよ。

　　　　　　　　

坂部　　そんな。私お願いしたよね、幸せになってって。

女１　　私に何をしてほしいのよ。そんなだから私に彼を取られちゃうのよ。友達だって思ってるなら私の自由な今を祝ってほしいな。言ってること、間違ってる？

坂部　　う、ううん。そうだよね。サユリにはサユリの生き方があるもんね。応援するよ。

女１　　あーあ。そうやって物分りいい振りして。あなたがどう思おうと私もう携帯からあなたのメモリー消しちゃってんのよ。だってこれって何年も前のことじゃない。えー、まだ携帯に残ってるの、そっちって。

坂部　　残すよ。友達は何年経っても友達じゃない。

女１　　まさかそれ人に言ってないよね。そういうのって結構傍から見てて、アイタタって感じだよ？（と、袖へ）

坂部　　……。

女１　　（戻ってきて）はい。

　　　　　　　女１、竹刀を置く。

坂部　　え。

　　　　　袖から、次々に人が出てくる。みんな手に竹刀。

女２　　バイト先で私のミスあなたのせいにしちゃった。だって首になりたくなかったもん。

坂部　　知ってた。でもいいのあの職場そろそろ飽きてきた所だったし。

女２　　うそだあ。信じてもらえなかっただけじゃん。店長私を気に入ってたもんね。アナタそれひがんでた癖に気づかない振りしてたでしょ。はい。（と竹刀を置く）

男　　別にタイプじゃなかったけど、取引先だし、転勤までの一ヶ月ならいいかなってさ。俺の誕生日もあったし、そういう時一人で過ごすってアレじゃん。転勤して急に携帯掛からなくなった理由なら、そんなとこ。はい。（と竹刀）

女３　　いっしょに旅行とかメンバーだったけど、ごめん結構嫌いだった。だって元気なキャラ演じててうざいもん。はい。

人々　　はい。はい。はい。

　　　　　耳元で何か言っては地面に竹刀を置いていく人々。

　　　　　間。

坂部　　なによそれ。私、皆とうまくやっていきたかっただけよ。私が悪いって言うの。そんなはずないよね？むかついても、何も言わないで流しちゃえば明日にはあなた達元通りに笑って話し掛けるじゃない。そうよ、私が我慢して飲み込んだから険悪にならずにみんなが笑い合えたのよ！

人々　　「笑うー？」
女１　　笑うって、こうやって？「ふとんがだっふんだ」

　　　　　　　人々、どっと笑う。

人々　　マコネチ！あーはははは。（と手を打ちながら爆笑）

坂部　　……。

ベルの音。機関車、ロープを広げる。

下泉、戻ってきて乗り込む。

車掌　　まもなく発車します。ご乗車の方はお急ぎ下さい。

石浜　　…坂部さん…。

　　　　　　人々、笑い顔で坂部を見ている。

坂部　　そっかあ。私、欲しかったんだ。ずっと望んでいたんだ。自分の心からの感情が分からなくなった時から。思い切り笑いたい。心から泣きたい。…なりふり構わず怒りたい。私が知らん振りで流したもの全部叩き壊したい。全部、全部。目の前の、全部。…そう、あなたたちの事よ！（竹刀を掴んで構える）

石浜　　（思わず坂部に近寄ろうとする）坂部さん、…わっ！

車掌　　（石浜の腕をつかんで電車に引っ張り込む）発車します！お急ぎください！

石浜　　待って、もう少しだけ。…坂部さん！
　　　　　出発のベルが鳴る。

　　　　　坂部、竹刀を大きく振り上げ、ニヤニヤしている人々を見つめる。動きが止まる。
しゃがむと同時に竹刀を床に叩き付け、大きな音が響く。
　　　　　間。

　　　　　床に竹刀を転がす坂部。　

坂部　　…だけど、怒ったって。ぶつけたって。自分自身に。…バレてんだから。あなた達、私でしょ。持ってきたもの拾って、皆帰ってちょうだい。

人々　　あーあ、無理しちゃって。あーあ、そうやってまた。あーあ、無理しちゃって。

　　　　（とそれぞれが竹刀を持って去る）

坂部　　……。

機関車　　お客さーん、乗るかのらないかさっさと決めて頂きたいんですがね。

坂部　　ごめーんトーマス、今乗りまーす！

機関車　　失礼な、あんなテカテカした顔じゃありません。

坂部、ロープをくぐる。

石浜　　戻れないかと思った。

坂部　　私もよ。でも、囚われずにすんだみたい。ああ、スッキリしたなあ。

　　　　（と涙ぐんで目をこすっている）

石浜　　ちゃんと泣けてよかったじゃん。

坂部　　車掌さん、私の新しい望みに少しだけ付き合ってくれる？

車掌　　それがお望みなら、どうぞ。お待たせしました、発車します！

機関車　　ぷしゅー、がたんごとーん、がたんごとーん。

　　　　　　電車、走り去る。

　　　　　　暗転。

女たちの声　　きゃー、すてきー、田切さあーん。

　　　　　　やがて明るくなる。

田切、女たちをはべらせている。

田切　　そうか、素敵か。どのくらい素敵だ？

女１　　んもう最っ高に素敵。

女２　　究極に素敵。

男　　　至高に素敵。

女たち　田切さん、だあーい好き。

田切　　俺がこの駅に降りて何日になるかな。

女３　　さあ。

田切　　三日くらいかな。

女３　　田切さんが言うならきっとそうですわ。

田切　　半日のような気もするし。

女達　　ならきっとそうですわ。

田切　　実は十分経っていないのかもしれない。

女達　　ならきっとそうですわ。

田切　　それ違うんじゃない、とか思わないわけ。

女１　　とんでもない、田切さんだもの間違いなんてないわ。ねー。

女２　　ねー。

田切、女２の頭をはたく。

女２　　きゃーうれしい！田切さんに叩かれたわー！

女達　　私にも私にも私にも！

田切　　実は俺足が臭いんだ。

女達　　いやーんわくわくー！

田切　　俺じつは変態なんだ。　　　　　

女達　　いやーんどきどきー！

田切　　俺さ、親に迷惑かけてんだ。ふらふら遊んでばっかでさ。で、やっぱ言うじゃない、駄目な奴だ、もっとしっかり出来ないのかってさ。俺だってこれでいいなんて思ってない、でも、どうしてもメンドクサイって気分になって、すぐ駄目になるんだ。なあ、どう思う。

女達　　いいんじゃなーい？どんなに駄目でも、そんな所がいいのおー。

田切　　本気か？それ。

女１　　本気よ。あなたの望みだもの。だから私たち望みを叶えるの。

女２　　田切さんの言う事は、どんな言葉もひたすら素敵。

女３　　あなたにどこまでも着いて行くわー。

田切　　何なんだよ。どんな事も正しいって言うのか。

女１　　だって、反対されたり駄目って言われるの、嫌いでしょう。私たちそんなひどい事しないわ。どんなことでも認めちゃう。言うこと聞いちゃう。あなたの望みだもの。

田切　　どんな事でも？絶対？

女達　　もちろん。

田切　　ばかな。

女２　　ねえーん、それより、またお殿様ごっこで目隠し鬼しましょうよー。

女達　　遊ぼう遊ぼう遊ぼう遊ぼう遊ぼう遊ぼうー！

田切　　どうにかなりそうだ頼むから一人にしてくれよ！

女達　　はあーい！

　　　　　女達、わらわらと去る。

田切　　…もうたくさんだ、勘弁だよ。

と、入ってくる電車。

機関車　　がたんごとーん、がたんごとーん。ききー、ぷしゅー。

田切　　　…アンタ達。

坂部　　　おひさ。乗る？

田切　　逆ナンされてここまで嬉しかったの初めてだよ。

石浜　　席空けといたよ。

田切　　そりゃどうも。

田切、ロープをくぐり、電車に乗り込む。

車掌　　では発車します！

機関車　　ぷしゅー、がたんごとーん、がたんごとーん。

電車、走り去る。

暗転。

明るくなる。

入ってくる、石浜。

後ろに続く下泉。本を抱えている。
石浜　　だって口を利いてくれないんだもん。

下泉　　ここはあなたの駅でしょう？あなたの願望。

石浜　　願いだよ…ちゃんと話をしたいって言う。

下泉　　何か用？

石浜　　たった一言の手紙だから、初めは意味が分からなかったよ。クリスマスから年末に掛けての伝説の深夜臨時便。

下泉　　他に言いようが無いもの。

石浜　　もしどこかの駅で降りて暮らしていたら探すの難しかった。ずっと乗っててくれて良かった。

下泉　　よく言うわ。

石浜　　その本の主人公は駅の階段を駆け下りて恋人を追いかけたんだ。僕はそのページを読んでいた姿を覚えている。多分あなたを見た最後の姿だ。あれから物語の主人公は恋人とやり直せたの？

下泉　　さあ。まだ読んでいる途中なの。

石浜　　５年前のベストセラーなんだ。もうとっくに単行本になってる。僕も読んだ。字が少なくて、二時間で読んだって人を知ってる。

下泉　　そうなの。

石浜　　続きが読めないんだ。ホームで待ってる時はどんどんページがめくれたのに。

下泉　　……。

石浜　　読めるのは最初からホームで読んでたページまで。あの電車に乗ってからは、どうやっても読み進められない。最初からそのページまで何度も往復するだけなんだ。
下泉　　不思議ね。

石浜　　下泉さん。間違えてない？

下泉　　え。

石浜　　そんなに似てる？兄貴と。

　

下泉　　（少し驚いて）…そっくり。

石浜　　ごめん、探しに来たのが僕で。

下泉　　迷惑掛けちゃったわ。

石浜　　兄貴は関係ないよ。僕が探しに着たんだ。

下泉　　どうして。

石浜　　その本は５年前にハードカバーで売られていた。僕は同じ本を単行本で読んでいる。わかる？５年経ってるんだ。兄貴は結婚して子供もいるよ。

下泉　　うそ。

石浜　　電車を拾うチャンスは年一回だよね。最初の二年は兄貴も一緒だった。でも、時間が経てば色々変わっていくんだよ。待ってても兄貴はもう追ってなんか来ない。

下泉　　……。

石浜　　下泉さん。もう何人も兄貴が駅で待っていただろう？自分の望みの駅でさ。でも全部違った。自分に都合の良すぎる兄貴しかいない。だったら、もう帰ろうよ。元いた場所にさ。

下泉　　帰って、何が待っているって言うの。

石浜　　少なくとも本の続きが読める。それに、…いいんだよ。僕はそのつもりだったから。

下泉　　え。

石浜　　かまわないんだ。兄貴と思ってくれても。僕は、それでもいい。下泉さんの望みを叶えられるなら。僕の望みを叶えられるなら。よく見て。僕は兄貴にそっくりになっただろう？
下泉　　ユウイチさん。

石浜　　いいよ、その名前で。ユウジじゃなくっていいんだ。

下泉　　あなたが誰かなんてどうでもいい。その笑顔が見たかったの。ずっと笑顔を見ていたい、こうしてふたりで、旅を続けられたらいいわね。

石浜　　･･･そうだね、悪くないね。
下泉　　見て、あそこのホームで電車が私たちを待ってる。

石浜　　本当だ、別の路線。あれに乗っていこう。新しい場所へいけるよ！

下泉　　あ、発車のベル！

石浜　　走ろう！あの崖の向こう！

石浜、下泉の手を取り、遠くへと走ろうとする。

坂部　　だめーっ！

田切　　待った！ストップ！

坂部、田切、飛び込んできて二人を止める。

石浜　　田切さん。

坂部　　よくみて！無いから！電車あっちに無いから！この先魁だから！
二人　　…あ。

坂部　　こんな変な所で落ちたらどうなるか誰にも分かんないのよ！

田切　　危ないなあ。今、互いが互いの願望を飲みあってた。石浜弟、アンタ自分が誰とか分かってる？

石浜　　僕が誰かなんてどうでもいいんだ！僕は探したんだ！五年間だよ。ただ帰ってきて欲しかった。そこにいて欲しかった。そのためだけに。だから、

田切　　兄貴のダミーでいいっての？

石浜　　僕はいいんだよ。下泉さんがいいならそれで。下泉さんの望みそのものが僕の、
田切　　はは。

石浜　　何がおかしいんだ。

田切　　これがあの女どもの正体か。俺にもこんな気持ちがなァ。しかもこいつと違って、俺が気持ちを向けている先は俺自身だ。
石浜　　え？

田切　　ここにあるものは全部幻なんだ。幻にクルクル踊らされてんだよ、俺たち。

石浜　　下泉産は幻なんかじゃない！

田切　　俺たちだってただの幻なんだよこのままじゃ！しっかりしろよ石浜ユウジ！

石浜　　……。
下泉　　やっぱりだめよ。私帰れない。
石浜　　どうして。

下泉　　だめなのよ。私なんかがあなたに好かれる資格なんてないの。
坂部　　資格ってなに？筆記試験でもあるの。

石浜　　坂部さん。

坂部　　少なくとも下泉さんの望みは叶ったよ。あなたに会いたくて追って来た人がいる。しかも五年掛けてね。うらやましいよ。

下泉　　わかってる。でも、

坂部　　でも、何？…資格がないとか、でもだとか。駄目だよ。言わなきゃいけない事を飲み込んじゃ。まるで、私みたいだもん。
下泉　　……え。

坂部　　飲み込んじゃったら、その心の行き先なんて無いよ。そうして、もう一人の自分が生まれる。それは石浜君の姿をしていて、あなたをずっと傷つけるの。
間。

下泉　　私…彼の心を取り戻すためだけに電車に逃げ込んだのよ。
石浜　　そんなこと分かってるよ。

下泉　　それでもあなたは迎えに来てくれた。嬉しかった…これは本当よ。でももし帰っても、私はずっとユウイチさんを好きなままかもしれない。あなたの気持ちを知っていてもよ。心だけはどうしようもないの…ごめんね。ユウジくん。
石浜　　…良かった。

下泉　　え。

石浜　　五年前…僕はあの時子供で。振ってさえもらえなかったから。やっと僕の事、見てくれたって言うか。…ごめん嘘、ホントは結構痛い。
下泉　　ユウジくん。

石浜　　帰ろう。本物の場所へ。僕の生きる世界に下泉さんがいる。これが僕の望みだった。下泉さんが消えてから、ずっと。この事が、この願いが僕の本物なんだ。…一緒に帰ろう。
下泉　　（坂部を見る）
坂部　　こういう時は、黙ってうなずけばいいんじゃない？
　　　　　　　下泉、少し微笑んで石浜にうなずいてみせる。
と、機関車が車掌と共に現れる。

機関車　　お客さん、そろそろ時間なんですけど。

車掌　　毎度ご乗車ありがとうございます。まもなく発車いたします。ご乗車の方はお席にお戻りください。

坂部　　　そっか、もう出るんだ。あと少し、よろしくね、トーマス。

機関車　　あんなダサい煙突は付いてません。一応電気なんで。この事を絶対忘れないでください。

石浜　　　本は？

下泉　　　置いていくわ。重くて読みにくかったの。

石浜　　　あ、あのさ、これ。（と文庫本）やっぱり続きは、気になるでしょ。

下泉　　　ありがとう。戻ったらすぐ読むわ。でもゆうじくん、まだ途中じゃなかった？

石浜　　　うん。でも、いいよ。

下泉　　　心配しないでよ、ちゃんと返すから。

石浜　　　…待ってる。

田切　　　はい、ごめんよごめんよ、俺の席。（と二人の間に割り込む）これが現実だ。

石浜　　　そうだね。

車掌　　　お待たせいたしました。それでは、発車します。

全員　　　よろしくお願いします。

車掌。　　こちらこそ。縁があったらまたお会いしましょう。では、次の駅は、乗客の皆さまの望みがが一致しましたので、終点とさせていただきます。えー、つぎはー、終点、最初に乗った駅ー、最初に乗った駅ー。閉じるドアご注意ください。

機関車　　ぷしゅー。がたーん、がたーん、がたごとーん。

　　　　　　　電車、ゆっくりと走り出す。

　　　　　　　暗転。

　　　　　　　間。

坂部・田切・石浜　　あっ！

　　　　　　　薄暗がり。

　　　　　　　元通り駅のベンチに腰掛けている三人。

　　　　　　　思わず見回し、互いを見る。

　　　　　　　妙に空々しく会釈。

坂部　　…どーも。

田切　　ど、どーも。

石浜　　どうも。

三人　　あの！

坂部　　な、なにか？

田切　　いえ。

石浜　　……。（何となく顔を伏せる）

間。

身を硬くして座る一同。

坂部、きょろきょろと落ち着きが無い。

こらえきれなくなる。

坂部　　下泉さんが！

石浜　　え！

坂部　　見当たらない、んですけど…。

石浜　　…彼女が失踪したのは四国なんです。だから多分戻ったのは、その、四国の駅の方に。

坂部　　なるほど、そうですか。

間。

田切　　（突然）どうするんだよ！

坂部　　そうよどうするのよ！

石浜　　始発で向かうに決まってるじゃないか！怒鳴ること無いだろう！

間。

顔を見合わせ、噴出す三人。やがてベンチの背にぐったり体を預ける。

坂部　　…ねえ。また会えるかな。

田切　　来年粘ってみれば？電車が同じ場所に来るかは知らないけど。

坂部　　違うよ。…二人だよ。

石浜　　大丈夫だよ、みんな同じ駅の利用客みたいだし。

田切　　そこのビル二階のクイックマッサージ。予約入れるなら安くしといてやるよ。

坂部　　ああ、あそこなのー？やだ、いつか行こうと思っていた所だ。

田切　　やだってなんだよ。

石浜　　始発まで、随分あるんだろうなあ。

坂部　　年末の忙しさに取り残された気分だわ。

田切　　今何時だよ。･･･二時。あれから二時間だってさ。･･･ん？

音楽。

田切、がたんと立ち上がり、無言で腕時計を二人に見せる。

石浜　　いっ！

田切　　一月二日。

三人　　年、越してるーっ！

坂部　　こんな現実、いやーっ！

立ち上がり、顔を両手で覆いムンクの「叫び」のようになっている三人。

暗転。

　　　　　　　　　　　　　　                        ＝ＥＮＤ=

ヨクボートッキュウ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　鈴木　純子
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